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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
異
世
界
フ
ァ
イ
ク
レ
オ
ネ
の
中
世
を
舞
台
に
、「
ア
レ
フ
ィ
ス
の
真
実
」
と
呼
ば
れ
る
辻
売
り
本
を
手

に
入
れ
た
主
人
公
は
神
の
怒
り
に
困
っ
て
い
た
神
族
の
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
に
呼
び
出
さ
れ
、
ア
レ
フ
ィ
ス
の

シ
ヤ
と
し
て
自
分
が
聞
い
て
き
た
物
語
を
語
っ
て
い
く
。

　　
※
　
こ
の
小
説
は
原
作
が
中
世
フ
ァ
イ
ク
レ
オ
ネ
に
書
か
れ
た
リ
パ
ラ
イ
ン
語
に
よ
る
小
説
で
あ

り
、
そ
れ
を
訳
し
て
い
ま
す
。
各
話
は
原
文
・
訳
文
・
脚
注
の
順
番
で
並
ん
で
い
ま
す
。
原
文
の
リ
パ

ラ
イ
ン
語
に
関
し
て
は
こ
ち
ら
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｗ
．
ａ
ｔ
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
．
ｊ
ｐ
／
ｃ
ｇ
ｗ
ｊ
／
ｐ

ａ
ｇ
ｅ
ｓ
／
４
２
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ
）
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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懐
か
し
さ
（
ｌ
ａ
　
ｋ
ｏ
ｓ
ｎ
ｙ
ｌ
）
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ｉ
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ｓ
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ｖ
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ｎ
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ｅ
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ｔ
ａ

ｎ
　
ａ
ｌ
ｆ
ｏ
ｎ
　
ｎ
ｕ
ｎ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．

"
ｅ
ｊ
，　
ｌ
ａ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｃ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｍ
ｏ
ｌ
?"

ｏ
ｓ
ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｎ
ｏ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
．

"
ｎ
ｉ
ｖ
，　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｃ
ｉ
　
ｔ
ｅ
ｊ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ｕ
．
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｉ
ａ
ｌ
，　
ｍ
ｉ
　
ｅ

ｓ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｊ
ａ
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｈ
ａ
ｒ
，　
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ
ｌ
ｌ
　
ｍ
ｉ
　
ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｔ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
ｅ
'
ｄ
　
ｍ
ａ

ｌ
ｃ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ａ
．
　
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
'
ｄ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｃ
ａ
　
ｊ
ａ
!"

1



"
ｅ
ｒ
ｓ
．．．．．．
　
ｌ
ａ
ｒ
ｊ
ｅ
ｌ
ｍ
ｅ
ｒ
　
ｌ
ｕ
ｒ
ｎ
?"

"
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｔ
ｔ
，　
ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｉ
"

ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｆ
ｏ
ｆ
ｆ
ｏ
ｄ
ｙ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ａ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｔ
ｉ
ｓ

ｏ
ｄ
　
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｆ
ａ
ｕ
ｔ
　
ｓ
ｎ
ｕ
ｍ
ｅ
　
ｐ
ａ
．
　
ｆ
ｅ
ｉ
ｎ
，　
ｆ
ｅ
ｖ
ｉ
'
ａ
　

ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｓ
ｅ
ｍ
ｅ
　
ｊ
ｅ
ｘ
ｉ
'
ｅ
ｒ
ｔ
．

ｓ
ｉ
　
ｘ
ｅ
ｌ
ｎ
ｋ
ａ
ｎ
　
ｏ
ｓ
ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｅ
ｎ
　
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
．
　
ｓ
ｎ

ｕ
ｔ
ｏ
ｋ
　
ｍ
'
ｅ
ｓ
　
ｉ
ｒ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
，　
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
ｌ
ｅ
ｔ
ｉ
ｘ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　

ｓ
ｅ
ｄ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
　
ｐ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
　
ｊ
ｏ
ｌ
　
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｃ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
．

　
ｍ
ａ
ｇ
，　
ｓ
ｉ
　
ｖ
ａ
ｒ
ｆ
ｅ
ｘ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｌ
　
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｆ
ａ

ｕ
ｔ
　
ｆ
ｉ
ｘ
ａ
ａ
ｌ
．
　
ｌ
ａ
ｒ
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ｉ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｏ
ｋ
　
ｍ
ｅ
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ｓ
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ｆ
ａ
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ｑ
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．
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ａ
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．
　
ｓ
ｉ
　
ｆ
ｅ
ｎ
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｖ
　
ｐ
ｅ
ｎ
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ａ
ｒ
ｌ
ｏ
ｌ
　
ｃ
ｉ
ｌ
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．
　
ｘ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ｔ
　
ｅ
ｓ
　
"
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
ｅ
'
ｄ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｌ

ａ
"
．
　
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ｉ
　
ｆ
ｅ
ｎ
ｉ
ｌ
　
ｉ
ｏ
ｌ
ｘ
　
ｆ
ｈ
ａ
ｓ
ｆ
ａ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｋ
ｎ

ｅ
ｎ
　
ｙ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
　
ｌ
ｕ
ｌ
ａ
ｓ
ａ
'
ｌ
．

"
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
．
"

ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｊ
ｏ
ｌ
　
ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
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ｎ
　
ｊ
ｕ
ｓ
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ｄ
ｉ
ｓ

ｔ
ｙ
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ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｍ
'
ｉ
ｊ
ｉ
ｅ
ｓ
ｎ
ｅ
ｓ
，　
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ａ
'
ｄ
　
ｊ
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ａ
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ｔ
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ｘ
ａ
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ｎ
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'
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ｉ
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ｄ
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ｉ
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．
　

"
ｍ
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ｐ
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ｌ
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ｎ
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"
ｎ
ｉ
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!
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ｒ
ｓ
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ｎ
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．
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"
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
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ｌ
ｉ
ｒ
ｓ
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ｋ
ｌ
ｉ
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ｕ
ａ
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ｅ
ｌ
ｂ
ａ
ｒ
ｌ
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ｃ
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ｌ
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ｌ
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ｈ
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ｉ
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ｎ
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ｉ
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ｉ
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ｓ
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．
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．
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ｋ
ｉ
'
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ｆ
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ｎ
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ａ
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ｌ
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．
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ｉ
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ｎ
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ｌ
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ｌ
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ｌ
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ｉ
ａ
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ｕ

　
─
─
─

　
そ
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
８
２
７
年
頃
か
ら
現
れ
た
社
会
的
集
団
。
貴
族
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
詩
人
を

養
っ
て
い
た
こ
の
頃
、
詩
人
を
育
て
る
詩
学
院
（
ク
ロ
ー
マ
）
の
競
争
が
過
激
化
し
て
い
た
。
こ
の
競

争
の
中
で
暴
力
的
に
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
詩
人
の
こ
と
を
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
（
ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
）
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と
呼
び
、
こ
れ
に
由
来
す
る
マ
フ
ィ
ア
集
団
は
現
代
の
ユ
エ
ス
レ
オ
ネ
連
邦
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
い

る
。
は
シ
リ
ス
ク
レ
オ
ス
・
ド
・
メ
ア
パ
ト
ロ
ネ
ス
ト
（
ｋ
ｌ
ｅ
ｏ
ｓ
'
ｄ
　
ｍ
ｅ
ａ
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ

ｅ
ｓ
ｔ
）
と
呼
ば
れ
る
大
陸
西
方
の
集
団
に
よ
る
独
特
な
書
の
こ
と
。
奴
隷
の
血
に
蛇
の
毒
な
ど
溶
血

作
用
の
あ
る
物
質
と
膠
を
混
ぜ
た
も
の
で
書
か
れ
て
い
る
。
を
フ
ラ
ニ
ェ
テ
ュ
彼
ら
が
信
仰
す
る
リ

パ
ラ
オ
ネ
教
の
礼
拝
所
で
あ
る
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
（
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
）
の
祈
り
の
場
に
置
か
れ
る
巨
大

な
布
の
こ
と
。
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
フ
ィ
シ
ャ
派
で
は
、
こ
の
布
か
ら
聖
職
者
で
あ
る
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー

（
ｘ
ａ
ｒ
ｚ
ｎ
ｉ
'
ａ
ｒ
）
の
衣
服
で
あ
る
フ
ラ
ニ
ザ
（
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ａ
）
を
作
っ
た
り
す
る
。
で
出

来
た
バ
ー
リ
ェ
本
を
包
む
布
。
中
世
に
お
い
て
本
は
革
装
丁
を
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
こ
れ

ら
は
革
鞣
し
に
ど
ん
ぐ
り
の
殻
や
傘
、
枝
な
ど
を
煮
詰
め
た
液
体
を
使
っ
て
い
た
。
こ
の
タ
ン
ニ
ン
臭

が
手
や
衣
服
に
移
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
読
む
際
に
本
を
包
む
の
に
こ
れ
を
使
っ
た
と
さ
れ

る
。
で
包
ん
だ
。
こ
の
レ
ナ
の
月
レ
ナ
（
ｌ
ｅ
ｎ
ａ
）
と
は
、
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
神
族
（
神
の
化
身
の

よ
う
な
も
の
）
の
一
つ
で
、
本
来
学
問
を
司
る
。
し
か
し
、
修
正
リ
パ
ラ
オ
ネ
歴
に
お
い
て
は
１
月
頃

を
指
す
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
典
、
ラ
フ
ェ
ー
ル
フ
ォ
ル
ネ
ク
ス
（
ｐ
ｈ
ｏ
ｌ
ｎ

ｅ
ｋ
ｓ
）
と
い
う
植
物
の
種
の
こ
と
。
１
２
月
か
ら
１
月
の
間
に
空
を
飛
び
な
が
ら
媒
介
す
る
た
め
、

冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
の
時
に
は
珍
し
く
こ
の
時
期
は
冬
ご
も
り
と
複
数
の
新
年
祭
の
準
備

の
た
め
に
商
人
は
１
１
月
末
頃
ま
で
に
商
品
を
売
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
現
代
リ
パ

ラ
イ
ン
語
で
は
年
末
年
始
の
こ
と
を
"
ｎ
ｅ
ｆ
ｃ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
ｉ
ｌ
"
と
い
う
が
、
原
義
は
「
商
人
の
居
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な
い
時
期
」
で
あ
る
。、
彼
は
道
す
が
ら
ア
ル
フ
ィ
ア
辻
売
り
本
の
こ
と
。
商
人
が
渡
り
歩
い
て
売
る
本

で
あ
り
、
内
容
は
貴
族
が
命
じ
て
詩
人
な
ど
に
書
か
せ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
非
常
に
俗
で
民
衆
的
な

も
の
が
多
か
っ
た
。
を
手
に
し
た
の
だ
。
彼
は
す
ぐ
に
で
も
読
み
た
か
っ
た
が
、
他
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ

に
奪
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　
周
り
を
見
渡
す
と
、
彼
は
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
礼
拝
堂
の
こ
と
。
昔
か
ら
様
々
な
社
会

的
機
能
を
持
っ
て
い
た
が
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
襲
撃
に
対
し
て
は
聖
職
者
が
命
を
懸
け
て
で
も
抵
抗
す

る
よ
う
に
教
典
が
命
じ
て
い
た
た
め
、
幾
ら
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
と
あ
っ
て
も
お
い
そ
れ
と
手
を
出
せ
る
空

間
で
は
な
か
っ
た
。
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
丁
度
、
オ
ス
ト
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
が
養
育
し
て
い

た
孤
児
の
う
ち
、
自
由
に
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
外
に
出
る
の
を
許
さ
れ
た
者
の
こ
と
。
素
行
が
よ
く
、
忠

実
な
者
が
選
ば
れ
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
お
使
い
と
し
て
使
い
っ
ぱ
し
り
と
し
て
働
い
て
い
た
。
が
走
り

去
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
、
そ
れ
を
捕
ま
え
て
次
の
よ
う
に
問
う

た
。

「
お
い
、
御
母
様
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
聖
職
者
で
あ
る
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
の
う
ち
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
を
統
括

す
る
最
高
位
の
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
の
こ
と
。
初
め
て
あ
る
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
に
訪
れ
た
と
き
は
、
そ
こ
の

ジ
ェ
パ
ー
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
に
挨
拶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
し
き
た
り
が
あ
る
。
正
式
に
は

ジ
ェ
パ
ー
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
（
Ｘ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｘ
ａ
ｒ
ｚ
ｎ
ｉ
'
ａ
ｒ
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
口
語
的
に
は

"
ｌ
ａ
／
ｌ
ｕ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｃ
ａ
"
「
御
母
様
」
と
呼
ば
れ
る
。
は
居
る
か
」
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オ
ス
ト
は
困
惑
し
つ
つ
、
答
え
た
。

「
い
え
、
母
は
消
え
ま
し
た
。
で
も
な
い
と
、
僕
は
オ
ス
ト
に
な
れ
な
い
で
し
ょ
う
?"
ｌ
ａ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｃ

ａ
"
と
い
う
口
語
表
現
を
文
面
の
ま
ま
受
け
取
っ
た
誤
解
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
、
オ
ス
ト
は
孤
児
で

あ
る
た
め
母
が
居
る
は
ず
が
な
い
。」

「
違
う
、
そ
の
母
じ
ゃ
な
く
て
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
母
だ
」

「
す
る
と
…
…
大
工
さ
ん
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
?
」

「
も
う
良
い
、
馬
鹿
が
」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
辟
易
し
た
。
オ
ス
ト
は
賢
狼
狼
（
ｓ
ｎ
ｕ
ｍ
ｅ
）
は
リ
パ
ラ
イ
ン
語
で
は
「
賢

さ
」
な
ど
を
象
徴
す
る
。
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
。
き
っ
と
、
フ
ェ
ヴ
ィ
ア
リ
パ
ラ
イ
ン
語
に
よ
る

民
族
英
雄
叙
事
詩
「
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
」
に
登
場
す
る
人
物
の
一
人
。
英
雄
た
る
ユ
フ
ィ

ア
・
ド
・
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
の
弟
で
あ
り
、
家
族
が
次
々
と
死
ぬ
な
か
継
承
権
を
放
棄
し
た
ユ
フ
ィ

ア
に
代
わ
っ
て
当
主
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ヴ
ィ
ア
は
自
分
の
策
を
過
信
し
、
敵
に
抹
殺
さ
れ

て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
フ
ェ
ヴ
ィ
ア
と
い
う
単
語
は
中
世
あ
た
り
か
ら
「
奢
り
」
を
象
徴
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
の
如
く
自
薦
し
た
に
違
い
な
い
。

　
彼
は
オ
ス
ト
を
無
視
し
て
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
礼
拝
堂
は
静
か
で
、
リ
ネ
ミ
ネ

フ
ラ
ニ
ェ
テ
ュ
を
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
の
制
服
で
あ
る
フ
ラ
ニ
ザ
に
す
る
こ
と
。
を
し
た
ば
か
り
な
の

か
フ
ラ
ニ
ェ
テ
ュ
は
新
品
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
は
こ
の
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
が
フ
ィ
シ
ャ
派
リ
パ
ラ
オ
ネ
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教
最
大
の
教
派
で
あ
る
。
他
に
は
、
ヴ
ィ
デ
ュ
ン
派
や
ト
ユ
タ
ー
派
な
ど
が
存
在
す
る
。
の
も
の
だ
と

察
し
た
リ
ネ
ミ
ネ
は
フ
ィ
シ
ャ
派
し
か
行
わ
な
い
た
め
で
あ
る
。。
こ
こ
が
無
人
で
あ
る
こ
と
に
安
心

し
、
腰
を
下
ろ
し
た
。
慎
重
に
シ
リ
ス
を
包
ん
で
い
た
布
を
開
い
て
い
く
。
そ
の
題
名
は
「
ア
レ
フ
ィ

ス
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
信
仰
対
象
た
る
唯
一
神
、
母
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
の
真
実
」。
ペ
ー
ジ
を
捲

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
誰
か
の
声
が
耳
に
滑
り
込
ん
で
き
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
原
語
は
"
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
"
、
こ
れ
は
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
が
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
に
入
っ
て

き
た
人
間
に
向
け
て
い
う
挨
拶
で
あ
る
。
一
般
的
に
こ
の
挨
拶
か
ら
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
と
礼
拝
者
の
プ

ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
く
文
化
的
な
境
界
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
驚
い
て
飛
び
上
が
り
そ
う
に
な
っ
た
。
振
り
向
く
と
、
フ
ラ
ニ
ザ
の
少
女
が

立
っ
て
い
た
。
白
い
肌
と
服
が
光
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
お
前
が
ジ
ェ
パ
ー
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
か
」

「
い
い
え
、
わ
た
く
し
は
た
だ
の
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
で
す
」

「
門
の
と
こ
ろ
で
、
オ
ス
ト
に
訊
い
た
ん
だ
が
な
」

　
彼
は
バ
ツ
が
悪
く
な
っ
て
、
言
い
訳
を
し
た
。

「
あ
ら
!
」

　
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
は
合
わ
せ
た
両
手
の
指
を
絡
め
な
が
ら
、
目
を
輝
か
せ
た
。

「
そ
れ
で
は
、
神
か
ら
印
原
語
は
"
ａ
ｋ
ｒ
ａ
ｐ
ｔ
"
、
ア
レ
フ
ィ
ス
が
そ
の
人
を
自
ら
の
教
え
を
伝
え

8  懐かしさ（ｌａ　ｋｏｓｎｙｌ）



ゆ
く
中
で
重
要
で
あ
る
と
見
做
し
て
、
幸
福
が
あ
る
よ
う
見
つ
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。「
祝
福
」
と
訳

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
を
受
け
た
の
で
す
ね
?
」

「
違
う
!
　
門
っ
て
の
は
入
り
口
の
こ
と
だ
!"
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
"
は
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
神
族
（
神
の
化

身
の
よ
う
な
も
の
）
を
指
す
婉
曲
表
現
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
神
族
は
リ
パ
ラ
イ
ン
語
上
で
は
物
や
機

能
・
仕
組
み
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
後
置
詞
を
伴
っ
て
"
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
　
ｉ
ｏ
"

と
書
く
こ
と
で
「
神
族
に
（
指
示
さ
れ
て
）
〜
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
シ
ャ
ー
ツ
ニ

ア
ー
は
誤
解
し
て
い
る
。」

「
あ
ら
あ
ら
…
…
ま
あ
良
い
で
す
。
あ
な
た
様
は
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
教
典
に
定
め
ら
れ
た
シ
ャ
ー
ツ
ニ

ア
ー
の
聖
職
の
一
つ
。
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
に
訪
れ
た
礼
拝
者
に
食
事
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
ツ

ニ
ア
ー
は
ア
レ
フ
ィ
ス
の
元
で
祈
り
を
捧
げ
た
食
物
を
訪
れ
た
教
徒
（
な
ど
）
に
与
え
る
。
古
来
か
ら

貧
困
で
喘
ぐ
人
々
へ
の
社
会
保
障
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
の
た
め
に
来
た
の
で
す
か
?
」

「
俺
が
誰
に
見
え
る
、
ホ
ー
ト
シ
ェ
ー
ト
女
ホ
ー
ト
シ
ェ
ー
ト
は
木
の
一
種
。
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ

叙
事
詩
に
お
い
て
、
英
雄
た
る
ユ
フ
ィ
ア
・
ド
・
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
に
そ
の
副
将
達
が
こ
の
木
の

下
で
忠
誠
を
誓
っ
た
た
め
、
ホ
ー
ト
シ
ェ
ー
ト
は
「
正
直
」
を
象
徴
す
る
。
つ
ま
り
、「
正
直
に
答
え
ろ
」

の
口
が
悪
い
言
い
換
え
と
言
え
る
。」

「
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
さ
ん
で
し
ょ
う
?
」

　
全
く
怯
え
ず
に
彼
女
は
答
え
る
。
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「
お
名
前
は
?
」

「
構
わ
な
い
で
く
れ
る
か
」

「
あ
ら
、
無
理
な
お
願
い
で
す
ね
」

「
何
だ
と
?
」

「
礼
拝
者
と
お
話
を
す
る
の
も
フ
ェ
ス
テ
ナ
教
典
「
ア
ン
ポ
ー
ル
ネ
ム
」
に
定
め
ら
れ
た
シ
ャ
ー
ツ
ニ

ア
ー
に
課
さ
れ
た
聖
職
の
こ
と
。
ア
ン
ポ
ー
ル
ネ
ム
の
読
書
、
説
教
、
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ

と
信
仰
の
防
衛
、
善
行
の
五
つ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
防
衛
に
関
し
て
は
「
最
後
に
書
か
れ
た
も

の
」（
ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｘ
　
ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｅ
ｒ
ｌ
）
と
呼
ば
れ
、
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
が
命
を
懸
け
て
果
た
す

べ
き
義
務
と
さ
れ
る
。
な
の
で
」

　
彼
は
彼
女
を
無
視
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
次
の
言
葉
が
出
て
く
る
前
に
礼
拝
堂
に
誰
か
が
入
っ

て
き
た
。
礼
拝
者
だ
。
彼
女
は
「
も
し
助
け
が
必
要
な
ら
、
私
を
呼
ん
で
ほ
し
い
」
と
伝
え
る
と
、
そ

そ
く
さ
と
彼
の
元
を
去
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
背
中
を
見
な
が
ら
、
彼
は
何
か
懐
か
し
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。

10  懐かしさ（ｌａ　ｋｏｓｎｙｌ）



呟
き
声
（
ｌ
ａ
　
ｎ
ｕ
ｂ
ｅ
ｆ
ｉ
'
ｅ
）

　ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ａ
　
ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｓ
ｈ
ｏ
ｂ
ｅ
　
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
ｍ

ａ
ｌ
　
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｋ
ｉ
．
　
ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｓ
ｉ
　
ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
　
ｃ
ｉ
ｌ
ｉ

ｓ
　
ｆ
ａ
ｌ
　
ａ
ｃ
ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
　
ｐ
ｏ
ｌ
ｔ
ｏ
．
　
ｍ
ａ
ｇ
，　
ｓ
ｉ
　
ｍ
'
ｉ
ｃ
ｖ
ｅ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　

ｙ
ｒ
ｐ
ｌ
ａ
　
ｌ
ａ
ｓ
，　
ｆ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
．

ｓ
ｉ
　
ｊ
ｕ
ｓ
ｎ
ｕ
ｋ
　
ｆ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
　
ｆ
ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｋ
ｉ
ｒ
ｇ
ｉ
ｌ
ｅ
ｃ
ｅ
．
　
ｃ

ｕ
ｎ
，　
ｘ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｌ
　
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｏ
ｎ
　
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｅ
ｆ
ｄ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｆ
ｅ
ｙ
　
ｚ
ｕ
　
ｋ

ｌ
ｉ
ｅ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｔ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｏ
　

ｄ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
．
　
ｐ
ａ
，　
ｌ
ａ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
'
ｉ
　
ｘ
ｅ
ｌ
　
ｆ
ａ
ｉ
　
ｌ
ｕ
ｓ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ

ｓ
ｏ
　
ｖ
ａ
ｌ
ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ａ
'
ｄ
　
ｐ
ｕ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｘ
　
ｊ
ｏ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ

ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｅ
ｓ
　
ｌ
ｅ
　
ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
　
ｌ
ｙ
ｍ
ｅ
．
　
ｆ
ｇ
ｉ
ｒ
　
ｉ
ｏ
　
ｆ

ｉ
'
ａ
ｎ
ｘ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｔ
ｅ
ｊ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ａ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ｅ

ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｆ
ｇ
ｉ
ｒ
　
ｉ
ｏ
　
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
ｚ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
　

ｊ
ｕ
ｒ
Ｆ
ｅ
'
ｄ
　
ｐ
ｕ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｌ
ｅ
Ｘ
ｉ
ｌ
　
ｉ
ｏ
．

"
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
，　
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
　
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
　
ｊ
ａ
?"
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ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｉ
ｍ
ｅ
　
ｚ
ｕ
　
ｎ
ｕ
ｎ
　
ｆ
ｉ
ｌ

ｘ
　
ｒ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
．
　
ｐ
ａ
，　
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｊ
ｕ
ｎ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
ｅ
'

ｃ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．

"
ｍ
ｉ
　
ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｔ
　
１
０
０
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｎ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
?"

"
ｊ
ｅ
ｘ
ｉ
'
ｅ
ｒ
ｔ
，　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｋ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｌ
　
ｃ
ｏ
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
　
ｅ
ｓ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｆ
ｑ
ａ
?"

ｆ
ｋ
ａ
　
ｋ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｏ
ｊ
　
ｌ
ｅ
ｕ
ｓ
ｊ
　
ｋ
ｌ
ｅ
ｒ
ｕ
ｔ
　
ｖ
ａ
ｌ
ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ａ
'
ｄ
　
ｌ
ａ

　
ｌ
ｕ
ｓ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
　
ａ
　
ｃ
ｉ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
ｉ
ｌ
．
　
ｃ
ｉ
'
ｓ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
ｔ
　
ｘ
ｅ
ｌ

ｅ
ｊ
ｔ
ｏ
ｎ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｕ
ｒ
　
ｒ
ａ
ｌ
ｄ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｖ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
　
ｘ
ｅ
ｎ
ａ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
　
ｍ

ａ
ｌ
　
ｌ
ｅ
Ｘ
ｉ
ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｙ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
．
　
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　

ｂ
ｅ
ｌ
ｓ
ｈ
　
ｓ
ｉ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｆ
ａ
ｓ
　
ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｉ
ｏ
．

"
ｃ
ｏ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｉ
ｃ
ｖ
ｅ
ｏ
　
ａ
ｋ
ｒ
ａ
ｐ
ｔ
　
ｆ
ａ
ｌ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｌ
ａ
．
"

"
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ｕ
　
ｂ
ｌ
ｕ
ｒ
ｊ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｊ
ａ
　
ｐ
ａ
．
"

"
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
ｉ
ｌ
　
ｘ
ａ
ｒ
ｚ
ｎ
ｉ
'
ａ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ

ｎ
ａ
'
ｔ
ｊ
．
"

"
ｂ
ｌ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
．．．．．．
"

12  呟き声（ｌａ　ｎｕｂｅｆｉ'ｅ）



ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．
　
ｐ
ｅ
ｓ

ｔ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｃ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
'
ｉ
ｔ
，　
ｓ
ｉ
'
ｄ
　
ｌ
ａ
ｒ
ｆ
ｉ
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｌ
　

ｉ
ｏ
　
ａ
ｒ
ｋ
　
ｘ
ｅ
ｌ
ａ
ｌ
　
ｌ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｉ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｋ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｋ
ｉ
ｒ
ｓ
ｏ
ｊ

ｔ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｋ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ａ
ｙ
ｆ
ｉ
ｚ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｘ
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｘ
ｅ
ｌ
　

ｃ
ｔ
ｌ
ｉ
ｒ
ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｏ
．
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｅ
ｓ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｓ
ａ
'
ｄ
　
ｄ

ｅ
ｘ
ａ
ｆ
ｅ
ｌ
．

ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｉ
ｌ
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｓ
．

"
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ｕ
　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｆ
ａ
ｅ
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
，　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｅ
ｓ
　
ｍ
ｅ
ｒ
?"

ｄ
ｙ
ｒ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
ｌ
　
ｉ
ｏ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ｅ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｓ
ｔ

ｉ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ｏ
ｌ
ｔ
ｏ
'
ｌ
　
ｆ
ｉ
ｄ
ａ
ｆ
ｅ
ｌ
　
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｇ
ｕ

ｓ
ｔ
ｕ
　
ｆ
ｏ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
ａ
ｉ
ｔ
　
ｅ
ｌ
ｍ
ａ
ｌ
．
　
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｒ
ｐ

ｙ
ｌ
ｅ
ｓ
．

　"
ｄ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｊ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｌ
，　
ｍ
ｉ
　
ｅ
ｓ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
　
ｚ
ｕ
　
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
　

ｆ
ｕ
ａ
　
ｅ
ｌ
ｍ
ｏ
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｍ
ｉ
　
ｚ
ｕ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
ｏ
ｋ
ｏ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
'
ｓ
ｔ
　
ｉ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ

13



　
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
'
ｉ
ｔ
?"

"
ｆ
ａ
ｌ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｌ
ａ
，　
ｍ
ｉ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｘ
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
　
ｃ
ｏ
'
ｓ
ｔ
　
ｌ
ｕ
．
"

ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｎ
ｏ
ｔ
ｕ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．
　
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ

　
ｋ
ａ
ｒ
ｘ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
　
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
'
ｓ
ｔ
．

"
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｕ
　
ｍ
ｉ
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｓ
　
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
?"

"
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
　
ｖ
ｅ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｘ
　
ｃ
ｉ
ｊ
ａ
　
ｆ
ｕ
ａ
　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｎ
ｏ
"

"
ｍ
ｉ
　
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｃ
ｉ
ｊ
ａ
．
"

"
ｐ
ａ
，　
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
．
"

ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｍ
'
ｅ
ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ａ
ｒ
　
ｌ
ａ
ｋ
ｅ
ｕ
ｌ
ｅ
，　
ｆ
ｉ
ｒ
ｌ

ｅ
ｘ
　
ｌ
ｅ
ｔ
ｉ
ｘ
ｏ
　
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
．
　
ｅ
ｚ
　
ｋ
ｌ

ｏ
ｒ
ｍ
ａ
　
ｅ
ｓ
ｉ
ｌ
　
ｍ
'
ｅ
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｅ
，　
ｍ
ｉ
　
ｆ
ｉ
ｒ
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｎ
ｉ
ｖ

　
ｂ
ｅ
ｌ
ｘ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｏ
　
ａ
ｃ
ｉ
ｒ
ｌ
ｏ
ｎ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｎ
ｅ
ｆ
ｆ
ａ
ｎ
ｓ

ｔ
ｅ
ｌ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
．

"
ｄ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｔ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｌ
，　
ｖ
ｅ
ｌ
ｇ
ｏ
　
ｍ
ｉ
　
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
　

ｆ
ｕ
ａ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．
"

"
ｐ
ａ
．．．．．．
"

ｖ
ｅ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
　
ｐ
'
ｌ
ｕ
ｒ
ｆ
ｏ
ｄ
ｅ
ｋ
，　
ｅ
ｋ
ｃ
ｅ
ｉ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ａ
ｓ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
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ｏ
．

　"
ｍ
ａ
ｌ
，　
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｃ
ｏ
　
ｖ
ｅ
　
ｄ
ｏ
ｓ
ｎ
ｕ
ｄ
　
ｅ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｘ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

ｅ
ｎ
．
"

"
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
?
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｍ
ｉ
　
ｊ
ｉ
ｓ
ｅ
ｓ
ｎ
?"

"
ｎ
ｉ
ｖ
，　
ｆ
ｑ
ａ
　
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｘ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｄ
　
ｍ
ａ
ｊ
ｎ
ｏ
ｓ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

　
ｃ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
．
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｌ
ａ
ｏ
ｚ
ｉ
ａ
　
ｅ
ｌ

ｘ
　
ｎ
ｅ
ｆ
ｍ
ｏ
ｌ
ｏ
ｊ
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｉ
　
ｌ
ａ
　
ｆ
ａ
ｅ
．
　
ｌ
ａ
　
ｆ
ａ
ｅ
ｓ

ｔ
ａ
ｎ
　
ｆ
'
ｉ
ｓ
　
ｉ
ｒ
ｃ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
，　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｔ
ｅ
ｊ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｍ
ｅ
ｌ

ｘ
　
ｗ
ｉ
ｏ
ｌ
ｌ
　
ｊ
ｏ
ｌ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｃ
ｏ
　
ｄ
ｏ
ｓ
ｎ
ｕ
ｄ
．
"

"
ｂ
ａ
ｎ
　
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｒ
　
ｌ
'
ｅ
ｓ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｉ
ｏ
．．．．．．
"

ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
　
ｓ
ｉ
　
ｎ
ｕ
ｂ
ｅ
ｆ
ｉ
'
ｅ
．

　
─
─
─

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
フ
ラ
ニ
ェ
テ
ュ
を
掴
ん
で
か
ら
「
祈
り
を
捧
げ
た
」
と
い
う
こ
と
。
リ
パ
ラ

オ
ネ
教
で
は
特
に
祈
り
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
礼
拝
堂
で
あ
る
フ
ィ
ア
ン

シ
ャ
以
外
で
祈
る
と
き
は
フ
ラ
ニ
ェ
テ
ュ
を
掴
む
よ
う
な
仕
草
を
す
る
。、
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
外
に
出

た
。
彼
は
シ
リ
ス
を
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
読
み
た
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ユ
ー
プ
ラ
リ
ナ
エ
ス
ト
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人
な
ど
が
食
す
フ
ラ
ッ
ト
ブ
レ
ッ
ド
の
一
種
。
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
で
渡
さ
れ
る
食
事
の
代
名
詞
で
あ
る

た
め
、
こ
こ
で
は
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
ら
受
け
取
ら
ず
に
去
っ
た

の
だ
っ
た
。

　
男
は
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
を
出
た
途
端
に
驚
い
た
。
目
に
見
え
る
風
景
が
来
た
と
き
と
は
さ
っ
ぱ
り

違
っ
て
い
た
の
だ
。
彼
は
ド
ル
ム
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
に
お
け
る
悪
魔
の
こ
と
。
人
の
怨
念
の
集
合
体
が

意
思
を
持
っ
て
実
体
化
し
た
も
の
で
、
神
と
人
の
敵
で
あ
る
。
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
的
歴
史
感
（
ｓ
ｉ
ｌ
ｆ

ｉ
'
ａ
）
で
は
、
ア
レ
フ
ィ
ス
の
軍
勢
に
よ
る
最
終
戦
争
で
滅
ぼ
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
に
憑
か
れ
た
の

か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
ル
カ
ー
ザ
木
の
一
種
。
紫
か
ら
ピ
ン
ク
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
。
ス

キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
に
お
い
て
ユ
フ
ィ
ア
を
神
族
が
ヴ
ァ
ル
カ
ー
ザ
の
木
下
で
祝
福
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
花
は
「
ユ
ー
フ
ェ
の
花
」（
ｊ
ｕ
ｒ
Ｆ
ｅ
'
ｄ
　
ｐ
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
の

花
の
香
り
に
振
り
向
い
た
と
き
、
そ
の
思
い
込
み
は
よ
り
そ
れ
ら
し
く
思
え
て
き
た
。
そ
こ
に
あ
っ
た

は
ず
の
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
が
消
え
て
い
た
の
だ
。
ふ
と
、
顔
を
上
げ
る
と
そ
こ
に
は
ユ
ー
フ
ェ
の
花
ヴ
ァ

ル
カ
ー
ザ
の
花
の
こ
と
。
飾
り
を
頭
に
つ
け
た
少
女
が
い
た
。

「
も
し
や
、
お
前
は
ド
ル
ム
か
?
」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
素
直
に
訊
い
た
自
分
が
馬
鹿
馬
鹿
し
く
思
え
た
。
少
女
は
そ
れ
に
狼
狽
え

た
様
子
で
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
私
は
１
０
０
を
表
し
ま
す
年
齢
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ト
ゥ
ア
と
呼
ば
れ
る
数
秘
術
の
一
種
で
単
語
が
表
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さ
れ
て
い
る
。
ア
レ
ス
式
ヴ
ィ
ト
ゥ
ア
に
お
い
て
１
０
０
は
門
（
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
、
１
５
＋
２
２
＋
２

０
＋
１
２
＋
１
８
＋
１
３
）
な
ど
を
表
す
。
門
は
リ
パ
ラ
イ
ン
語
で
は
神
族
を
象
徴
す
る
た
め
、
こ
こ

で
は
暗
に
自
分
が
神
族
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」

「
示
し
の
理
由
?
原
文
の
"
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｎ
ｕ
ｌ
"
は
"
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
"
と
同
じ
く
ア
レ
ス
式
ヴ
ィ

ト
ゥ
ア
で
は
１
０
０
に
な
る
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
は
ヴ
ィ
ト
ゥ
ア
を
属
す
る
詩
学
院
（
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
）

ご
と
の
符
牒
と
し
て
使
っ
て
い
た
た
め
、
よ
く
使
う
言
葉
に
対
応
す
る
数
を
覚
え
て
い
た
。
こ
の
た
め

男
が
即
座
に
言
葉
に
変
換
で
き
る
の
は
何
も
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。」

「
そ
の
通
り
で
す
、
ア
レ
フ
ィ
ス
は
貴
方
に
示
さ
れ
ま
し
た
本
来
の
意
図
と
は
異
な
る
た
め
「
違
う
」
と

否
定
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
時
代
で
は
ヴ
ィ
ト
ゥ
ア
が
同
じ
で
あ
れ
ば
抽
象
的
に
は
同
じ
言
葉
で
あ

る
と
さ
れ
た
た
め
否
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
「
ア
レ
フ
ィ
ス
が
示
し
た
」
と
い
う
言
葉
に

よ
っ
て
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
も
文
脈
か
ら
ヴ
ィ
ト
ゥ
ア
が
同
じ
１
０
０
で
あ
る
"
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ
ｌ
"
「
門
」

に
思
い
至
る
の
で
あ
る
。」

「
何
故
、
門
神
族
の
こ
と
。
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
」

　
彼
女
が
話
す
た
び
に
ヴ
ァ
ル
カ
ー
ザ
の
良
い
香
り
が
辺
り
に
満
ち
た
。
よ
く
見
る
と
、
汚
れ
の
な
い

赤
色
の
シ
ェ
ナ
パ
ー
ト
本
来
、
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
が
描
く
時
代
の
正
装
を
指
す
が
、
こ
こ

で
は
ス
カ
ー
ト
部
分
の
長
い
ア
ン
フ
ィ
レ
ン
・
ア
パ
ー
ト
と
い
う
別
の
衣
服
を
指
す
。
中
世
フ
ァ
イ
ク

レ
オ
ネ
に
お
け
る
若
い
女
性
の
正
装
で
あ
る
。
和
風
の
ロ
ン
グ
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
言
う
と
イ
メ
ー
ジ
し

17



や
す
い
だ
ろ
う
か
。
を
着
て
い
て
、
髪
の
色
は
銀
だ
っ
た
。
少
女
は
彼
に
微
笑
み
か
け
、
説
き
始
め
た
。

「
貴
方
は
本
当
に
ア
レ
フ
ィ
ス
様
か
ら
印
を
受
け
取
っ
た
の
で
す
よ
」

「
ブ
ル
ー
ヤ
神
や
神
族
の
声
の
こ
と
、
或
い
は
そ
れ
ら
が
人
や
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
前
兆

の
こ
と
。
は
無
か
っ
た
ぞ
」

「
あ
の
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
と
の
会
話
に
あ
り
ま
し
た
」

「
暴
君
原
語
は
"
ｂ
ｌ
ｉ
ｍ
"
、
こ
れ
は
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
の
時
代
に
あ
っ
た
カ
ウ
ィ

チ
ェ
レ
イ
藩
国
の
君
主
号
「
ブ
リ
モ
ウ
」
を
本
来
指
す
。
こ
の
ブ
リ
モ
ウ
は
代
々
暴
君
と
し
て
知
ら
れ

た
た
め
に
暴
君
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。
め
…
…
」

　
そ
う
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
が
い
っ
た
直
後
、
彼
の
背
後
遠
く
か
ら
何
か
が
爆
ぜ
る
音
が
聞
こ
え
た
。

彼
は
半
身
を
ひ
ね
っ
て
、
背
後
を
見
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ

れ
は
ま
る
で
ミ
ナ
ー
ス
の
火
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
教
典
「
ア
ン
ポ
ー
ル
ネ
ム
」
の
一
節
に
書
か
れ
た
説
話

の
一
つ
。
ミ
ナ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
島
は
ア
レ
フ
ィ
ス
の
教
え
に
反
し
た
た
め
、
そ
の
軍
艦
が
爆
ぜ
、
し

か
も
島
も
燃
え
て
海
の
下
に
沈
ん
で
し
ま
う
。
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
少
女
は
苦
笑
し
な
が
ら
両
手
を
掲
げ
た
。

「
ア
レ
フ
ィ
ス
様
は
お
怒
り
の
よ
う
で
す
ね
」

「
も
し
か
し
て
、
あ
れ
は
メ
ー
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
教
典
「
フ
ァ
シ
ャ
グ
ノ
タ
ー
ル
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
戦
記
Ⅰ
」
の
中
に
書
か
れ
た
兵
器
の
こ
と
。
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
が
神
の
怒
り
を
兵
器
と
し
て
、
正
し
く
信
仰
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し
祈
っ
た
人
に
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
の
か
?
」

　
空
で
流
星
の
よ
う
な
閃
光
が
生
じ
、
光
の
束
が
遠
い
と
こ
ろ
へ
と
落
ち
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
ま
る
で

ヴ
ェ
フ
ィ
サ
イ
ト
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
の
時
代
に
貴
族
に
仕
え
、
国
の
武
力
と
し
て
封
建
的

な
関
係
を
結
ん
だ
集
団
の
こ
と
。
武
士
や
騎
士
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
リ
パ
ラ
オ
ネ
系
民
族

で
あ
る
ヴ
ェ
フ
ィ
ス
人
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
独
特
の
文
化
や
習
俗
を
持
ち
合
わ
せ
た

民
族
的
社
会
集
団
で
あ
っ
た
。
の
戦
場
に
お
け
る
矢
の
如
く
地
に
降
り
注
い
だ
。
少
女
は
首
肯
し
た
。

「
お
察
し
の
通
り
、
私
は
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
戦
争
の
神
族
。
争
い
好
き
で
、
他
の
神
族
同
士
の
喧
嘩
や
人
間
の

戦
争
に
加
担
し
た
り
す
る
。
神
族
の
中
で
も
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
海
も
司
る
と
さ
れ
て
い

る
。
名
前
は
古
典
リ
パ
ラ
イ
ン
語
の
「
駆
逐
、
殲
滅
」
に
由
来
す
る
"
ｖ
ｅ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
"
か
ら
。
─
─

戦
争
の
門
で
す
」

「
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
一
体
何
を
さ
れ
る
と
い
う
ん
だ
?
」

「
実
を
言
い
ま
す
と
、
貴
方
に
手
伝
っ
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
訝
し
ん
だ
。
門
が
人
に
手
助
け
を
乞
う
も
の
か
。

「
俺
は
何
を
手
伝
え
ば
良
い
の
か
」

「
と
い
う
の
も
、
私
達
は
ア
レ
フ
ィ
ス
様
の
怒
り
を
収
め
る
た
め
に
シ
ヤ
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事

詩
の
時
代
を
含
む
古
代
ラ
ネ
ー
メ
王
朝
の
時
代
に
お
い
て
、
旅
路
で
面
白
い
話
や
歌
を
歌
っ
て
く
れ
る

付
き
人
の
こ
と
を
指
す
。
主
に
藩
国
の
貴
族
な
ど
に
雇
わ
れ
た
。
を
欲
し
て
い
る
の
で
す
」
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「
俺
は
シ
ヤ
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

「
し
か
し
、
ク
ロ
ー
マ
詩
学
院
（
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
）
の
教
師
の
こ
と
。
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
貴
族
の
支
援
を

得
て
い
る
詩
人
で
あ
り
、
有
力
な
政
治
力
と
高
い
執
筆
能
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
で

は
な
い
で
す
か
」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
た
め
息
を
つ
い
て
、
逃
れ
ら
れ
な
い
役
目
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
悟
っ

た
。
ま
と
も
な
ク
ロ
ー
マ
だ
っ
た
の
は
遠
い
昔
の
こ
と
で
、
今
に
な
っ
て
は
頌
歌
も
書
け
る
か
分
か
ら

な
い
。
彼
は
思
い
立
っ
て
言
っ
た
。

「
や
は
り
、
俺
に
は
そ
の
役
は
務
ま
ら
な
い
」

「
し
か
し
…
…
」

　
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
は
言
い
よ
ど
ん
だ
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
喋
り
始
め
た
。

「
そ
れ
で
は
、
貴
方
は
デ
シ
ャ
ワ
ー
デ
ン
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
世
界
観
の
中
で
人
間
な
ど
が
住
む
世
界
の

こ
と
を
指
す
。
に
帰
れ
ま
せ
ん
よ
」

「
何
?
　
俺
は
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
?
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
世
界
観
で
は
、
人
は
死
ぬ
と
魂
が
そ
れ
ま

で
暮
ら
し
て
い
た
デ
シ
ャ
ワ
ー
デ
ン
か
ら
行
い
に
よ
っ
て
神
の
世
界
で
あ
る
マ
イ
ノ
ス
ワ
ー
デ
ン
と

二
つ
の
世
界
の
外
で
あ
る
ク
イ
ト
（
ｋ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ
）
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン

テ
の
男
は
自
分
が
死
ん
だ
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。」

「
い
え
、
こ
こ
は
デ
シ
ャ
ワ
ー
デ
ン
と
マ
イ
ノ
ス
ワ
ー
デ
ン
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
世
界
観
の
中
で
神
や
神
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族
が
居
る
世
界
の
こ
と
を
指
す
。
良
い
信
仰
者
は
死
後
に
こ
こ
で
清
め
ら
れ
、
幸
せ
に
な
る
と
い
う
。

の
間
の
世
界
な
の
で
す
。
ア
レ
フ
ィ
ス
様
は
怒
り
に
よ
っ
て
こ
の
不
安
定
な
世
界
を
作
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
も
し
そ
の
怒
り
を
鎮
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
こ
の
世
界
は
消
え
、
貴
方
は
元
の
世
界
に

帰
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
」

「
我
々
の
神
、
恵
み
の
ア
レ
フ
ィ
ス
に
お
い
て
…
…
バ
ン
ミ
ス
（
ｂ
ａ
ｎ
ｍ
ｉ
ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
リ
パ
ラ

オ
ネ
教
の
聖
句
の
一
つ
。
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
の
各
部
の
は
じ
め
に
必
ず
付
さ
れ
る
文
で

あ
り
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
ら
し
い
呟
き
と
も
言
え
る
。」

　
彼
は
呟
い
た
。
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ｌ
ｋ
ａ
'
ｄ
　

ｄ
ｕ
ｒ
ｋ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ
ｕ
ｘ
ｕ
ｌ
　
ｌ
ａ
ｊ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｆ
ｅ
ｇ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
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ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｊ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
．
　
ｆ
ｉ
ｕ
ｒ
ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
'
ｉ
　
ｌ
ａ
ｌ

ｅ
ｓ
　
ｍ
ｉ
'
ｌ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
ｆ
ｅ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｉ
ｓ
　
ｆ
ｙ
ｎ
ｅ
ｔ
．

"
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
　
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｉ
ｊ
ａ
'
ｄ
　
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ａ
　
ｊ
ａ
?"

"
ａ
ｒ
，　
ｊ
ａ
．
　
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
?"

"
ｍ
ａ
ｌ
，　
ｊ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ａ
ｓ
　
ｓ
ｎ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｖ
ｏ
　
ｓ
ｈ
ｒ
ｌ
ｏ
　
ｊ
ａ
．
　
ｖ
ｅ

ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
，　
ｃ
ｏ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｍ
ｉ
'
ｔ
ｊ
．
"

"
ｄ
ｑ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｃ
ａ
　
ｅ
ｓ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｋ
ａ
．．．．．．
"

ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｐ
ｚ
ｅ
ｎ
ｉ
ａ
ｔ
ｚ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｉ
ｌ
ｘ
　
ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
　
ｓ

ｅ
ｎ
ｏ
ｓ
ｔ
ｏ
．
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｅ
ｓ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｌ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｍ
ｏ

ｌ
ｏ
?
　
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ａ
　
ｓ
ｉ
'
ｄ
　
Ｘ
ｉ
ｌ
ｆ
ｉ
'
ａ
　
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
ｓ
　
ｓ
ｎ
ｕ
ｖ
ｏ
ｄ
．

"
ｍ
ａ
ｌ
，　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
．．．．．．
"

ｖ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｍ
ａ
ｌ
　

ｑ
ａ
'
ｄ
　
ｙ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
．
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
?
　
ｃ
ｕ
ｎ
，　
ｋ
ｉ
ｅ
ｎ
ｕ

ｌ
　
ａ
ｄ
　
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｒ
　
ｃ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
　
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｎ
ｉ
ｖ
．
　
ｓ
ｉ
　
ｌ

ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
ｅ
ｓ
ｋ
　
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
'
ｔ
ｊ
．

"
ｌ
ｕ
　
ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｖ
ｌ
ａ
ｓ
ａ
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｅ
ｋ
ｈ
ｅ
ｒ
ｔ
ｚ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｉ
"

"
ｓ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｍ
ｉ
　
ｌ
ｅ
ｕ
ｓ
ｊ
　
ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
ｉ
ｊ
ａ
．
"
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"
ｃ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
，　
ｌ
ｕ
　
ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
ｉ
ｊ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
"

ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
ｉ
ｊ
ａ
　
ｖ
ｙ
ｎ
ｕ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｓ
ｈ
ｅ
ｓ
．
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｕ
　
ｓ
ｉ
　

ａ
ｌ
ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ
　
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ
ｘ
　
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
．

"
ｍ
ｅ
，　
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
'
ｄ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｌ
ｋ
　
ｅ
ｓ
　
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｉ
ｅ
?"

"
ｍ
ｉ
'
ｄ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｌ
ｋ
　
ｌ
ａ
ｓ
　
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
　
ｌ
ｕ
．
"

"
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
，　
ｃ
ｏ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｏ
　
ｅ
ｄ
ｉ
ｘ
ａ
．
"

ｌ
ｉ
ａ
ｘ
ｕ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
　
ｔ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
．
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｔ

ａ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｙ
ｎ
ｕ
ｔ
　
ｆ
ｅ
ｕ
ｓ
　
ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｏ
　
ｋ
ｕ
ｔ
ｙ
ｖ
　
ｅ

ｓ
．

"
ｍ
ａ
ｌ
，　
ｍ
ｉ
　
ｆ
ａ
ｓ
　
ｐ
ａ
ｎ
ｑ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｋ
ａ
ｘ
ｔ
ｌ
ｕ
ｒ
ｋ
．
"

ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
　
ｘ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｘ
　
ｑ
ａ
　
ｉ
ｒ
ｃ
ａ
ｌ

ａ
ｒ
ｔ
　
ｌ
ｏ
ｔ
　
ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
．

　
─
─
─

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
と
歩
い
て
い
た
。
メ
ー
が
止
ん
だ
後
、
行
き
先
を
伝
え
る
こ
と

も
な
く
彼
女
は
い
き
な
り
歩
き
始
め
た
。
こ
の
何
も
な
い
場
所
に
一
人
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま

え
ば
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
彼
は
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
に
つ
い
て
い
か

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
は
黙
っ
て
歩
い
て
い
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
か
ら
発
す
る
ヴ
ァ
ル
カ
ー
ザ
の
良
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い
香
り
を
疑
問
に
思
っ
た
。

「
花
を
置
い
た
の
は
フ
ィ
レ
ナ
で
は
無
か
っ
た
か
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ル

カ
ー
ザ
の
花
を
英
雄
ユ
フ
ィ
ア
の
頭
に
置
い
た
の
は
神
族
の
フ
ィ
レ
ナ
で
あ
る
（
ｓ
ｋ
ｙ
ｌ
．
４
：
１

４
　
６
）。」

「
ス
ロ
ン
ミ
ー
サ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
ス
ロ
ン
ミ
ー
サ
（
ｓ
ｌ
ｏ
ｍ
ｍ
ｉ
ｒ
ｃ

ａ
）
は
神
族
の
一
柱
、
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
で
は
ユ
フ
ィ
ア
の
仲
間
と
し
て
人
間
の
姿
で
副

将
に
な
る
。」

「
そ
れ
で
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
ん
だ
」

　
ベ
ル
チ
ェ
の
笑
み
は
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
が
欲
す
る
と
こ
ろ
に
あ
れ
と
願
う
べ
き
な
の
か
紀
元
前
４
４
０

０
年
代
に
書
か
れ
た
叙
事
詩
「
ア
ル
ダ
ス
リ
ュ
ー
レ
の
行
」
の
第
４
９
区
切
り
（
４
９
ｔ
ｅ
　
ｋ
ｒ
ａ

ｎ
ｔ
ｉ
'
ａ
　
ｆ
ｏ
ｎ
　
ｌ
ｅ
ｉ
ｊ
ｕ
　
ｆ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｌ
ｄ
ａ
ｓ
ｒ
ｙ
ｒ
ｌ
ｅ
）
の
引
用
で
あ
る
。。

ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
の
微
笑
み
は
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
原
文
は
「
ス
カ
ー
フ
を
巻
か
れ
た
者
」（
ｖ
ｅ
ｌ
　
ｘ
ａ

ｌ
ｕ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｉ
ｄ
ｉ
ｒ
ｋ
ｈ
）
の
男
性
形
で
あ
り
、
詩
語
で
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
を
指
す
。）
が
彼
女

を
使
え
な
い
と
思
わ
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
微
笑
み
は
全
地
の
争
い
を
止
め
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
複
雑
な
心
に
は
響
か
な
か
っ
た
。

　
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
は
唐
突
に
歌
い
始
め
た
。理

由
わ

け

　
　「
ユ
ー
フ
ェ
の
花
の
香
り
聴
き
　

は
何
故
か
と
問
う
者
よ
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我
、
汝
の
た
め
い
ざ
詠
わ
ん
　
長
き
そ
の
ゆ
え
高
ら
か
に

　
　
そ
の
代
わ
り
と
し
て
一
つ
だ
け
　
汝
に
役
を
課
さ
せ
よ
う

詩う
た

　
　
汝
が
シ
ヤ
を
果
た
す
ま
で
　
我
そ
の

を
歌
う
ま
じ
」
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
に
頻
出
す

る
韻
律
で
あ
る
ラ
ネ
ー
メ
ー
ゲ
ン
韻
律
（
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｇ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
を
使
っ

た
四
行
詩
で
あ
る
。
脚
韻
を
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
で
踏
ん
で
お
り
、
形
式
も
非
常
に
典
型
的
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
語
訳
で
は
七
五
調
で
訳
し
て
み
た
の
で
、
任
意
の
メ
ロ
デ
ィ
で
歌
っ
て
み
る
と
良
い
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
、
筆
者
は
「
歩
兵
の
本
領
」
の
メ
ロ
デ
ィ
で
歌
い
な
が
ら
訳
し
た
。

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
ま
た
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。

　
彼
ら
は
一
編
原
語
は
ｖ
ｉ
ｕ
ｉ
ｕ
ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
。
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
の
区
切
り
単

位
の
一
つ
で
あ
り
、
章
の
下
に
属
す
る
。
ユ
フ
ィ
ア
章
の
よ
う
に
短
い
編
も
あ
れ
ば
、
フ
ィ
シ
ャ
章
レ

チ
記
前
編
の
よ
う
に
長
い
編
も
存
在
す
る
。
が
読
め
る
く
ら
い
の
時
間
歩
き
続
け
た
。
き
っ
と
「
流
さ

れ
た
農
民
と
三
柱
の
神
族
」
ス
キ
ュ
リ
オ
ー
テ
ィ
エ
叙
事
詩
ユ
フ
ィ
ア
章
の
第
四
編
で
あ
る
。
敗
走
し

た
ユ
フ
ィ
ア
達
が
流
浪
し
つ
つ
落
ち
着
く
話
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
の
状
況
と
重
な
る
。
が
読

め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
男
が
一
つ
愚
痴
で
も
言
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
は
い

き
な
り
立
ち
止
ま
っ
た
。
彼
ら
の
目
の
前
に
大
き
な
ヴ
ィ
ン
カ
リ
パ
ラ
オ
ネ
人
が
立
て
た
高
床
式
住

居
の
類
を
指
す
。
が
現
れ
て
い
た
。
頭
上
は
曇
り
、
雨
模
様
の
空
と
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は

そ
れ
が
何
を
指
す
の
か
を
理
解
し
て
い
た
。
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「
入
り
ま
し
ょ
う
」

「
こ
こ
に
は
誰
が
居
る
ん
だ
」

「
ア
レ
フ
ィ
ス
様
が
あ
な
た
を
待
っ
て
お
り
ま
す
」

　
彼
女
は
階
段
を
登
り
な
が
ら
答
え
た
。
ヴ
ィ
ン
カ
の
中
は
極
東
水
道
の
行
商
宿
ス
キ
ュ
リ
オ
ー

テ
ィ
エ
叙
事
詩
の
時
代
、
ア
レ
ス
王
朝
に
お
い
て
極
東
水
道
と
呼
ば
れ
る
極
東
地
域
の
沿
岸
の
街
道
が

皇
帝
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
長
く
険
し
い
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
関
所

で
税
を
取
り
た
い
藩
国
主
達
は
行
商
達
を
呼
び
込
む
た
め
に
豪
勢
な
行
商
宿
を
整
備
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
客
を
受
け
入
れ
る
豪
華
な
建
物
の
こ
と
を
「
極
東
水
道
の
行
商
宿
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
の
よ
う
だ
っ
た
。
大
広
間
の
先
に
は
多
く
の
部
屋
が
見
え
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
か
ら
仕
切

り
布
を
よ
け
て
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
よ
り
少
し
大
人
び
た
少
女
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
は
　
"
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
"
　
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
の
少
女
は
　
"
ｊ
ｕ
ｌ
ｕ
ｐ
ｉ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｚ
"
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

前
者
は
７
歳
か
ら
１
５
歳
ほ
ど
を
指
し
、
後
者
は
１
６
歳
か
ら
１
８
歳
ほ
ど
を
指
す
。
が
出
て
き
た
。

彼
女
は
ラ
ダ
ウ
ィ
ウ
ム
色
ラ
ダ
ウ
ィ
ウ
ム
（
ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｗ
ｉ
'
ｕ
ｍ
）
は
ロ
ー
シ
ャ
ヘ
ラ
分
類
法
で
葉

萼
部
ラ
ダ
ウ
ィ
ウ
ム
縁
ラ
ダ
ウ
ィ
ウ
ム
家
（
ｒ
ｉ
ｖ
ｏ
ｓ
ｎ
ａ
ｒ
ｘ
ｙ
ｐ
ｕ
ｒ
'
ｄ
　
ｍ
ａ
ｒ
ｌ
─
Ｌ

ａ
ｄ
ａ
ｗ
ｉ
'
ｕ
ｍ
'
ｄ
　
ｋ
ａ
ｘ
ｉ
ｌ
ｉ
ｊ
ａ
ｓ
─
Ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｗ
ｉ
'
ｕ
ｍ
'
ｄ
　
ｄ
ｙ
ｓ
ｔ
ｉ

ｓ
ｔ
─
Ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｗ
ｉ
'
ｕ
ｍ
）
に
属
す
る
植
物
の
総
称
。
オ
リ
ー
ブ
グ
リ
ー
ン
様
の
実
を
低
音
で
煮

て
ロ
ウ
（
ラ
ダ
ヴ
ォ
イ
ム
、
ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｖ
ｏ
ｉ
ｍ
）
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ウ
を
取
っ
た
後
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の
果
実
は
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ラ
ダ
ウ
（
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｄ
ａ
ｕ
）
と
い
う
甘
味
と
し
て
食
べ
る
。
ラ
ダ

ウ
ィ
ウ
ム
色
は
こ
の
果
実
の
色
で
あ
る
。
の
フ
ラ
ニ
ザ
と
チ
ェ
ー
カ
ー
タ
腰
巻
き
の
こ
と
。
元
々
は

ラ
ネ
ー
メ
民
族
の
バ
ー
ト
人
が
着
用
し
て
い
た
が
、
文
化
的
な
影
響
圏
に
属
し
て
い
た
リ
パ
ラ
オ
ネ
民

族
で
あ
る
タ
ウ
ニ
ラ
ウ
ィ
ッ
リ
ー
人
を
通
し
て
リ
パ
ラ
オ
ネ
人
の
服
飾
に
入
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で

は
衣
服
の
上
か
ら
腰
巻
き
を
巻
い
て
い
る
が
、
本
来
バ
ー
ト
人
は
こ
う
い
う
着
方
は
し
な
い
。
を
着
て

お
り
、
金
の
縄
で
腰
に
テ
ュ
タ
ヴ
ィ
ど
ん
ぐ
り
を
割
る
道
具
の
こ
と
。
ど
ん
ぐ
り
は
リ
パ
ラ
オ
ネ
圏
で

は
良
く
食
さ
れ
る
。
を
結
び
つ
け
て
い
た
。
彼
女
は
ス
ホ
ー
ル
ク
葉
萼
部
ユ
ー
フ
ェ
花
縁
ヴ
ァ
ル

カ
ー
ザ
家
の
一
年
草
。
い
ち
ご
様
の
果
実
が
な
る
ヴ
ァ
ル
カ
ー
ザ
の
遠
い
親
戚
。
の
実
を
手
に
不
機

嫌
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
か
じ
り
つ
い
た
。
目
が
こ
ち
ら
に
向
く
と
、
そ
の
表
情
は
明
る
く
な
っ
た
。

「
お
前
が
シ
ヤ
か
?
」

「
あ
あ
、
ま
あ
。
多
分
な
」

「
で
は
、
す
ぐ
に
歌
を
始
め
な
さ
い
よ
。
ヴ
ェ
ル
ガ
ナ
、
あ
な
た
は
私
と
共
に
居
な
さ
い
」

「
第
三
の
母
第
一
の
母
は
産
み
の
母
、
第
二
の
母
は
フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
の
ジ
ェ
パ
ー
シ
ャ
ー
ツ
ニ
ア
ー
、
第

三
の
母
は
唯
一
神
ア
レ
フ
ィ
ス
で
あ
る
。
創
造
主
で
あ
る
と
と
も
に
母
神
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
う
い
う
別
称
が
存
在
す
る
。
が
こ
う
と
は
…
…
」

　
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
は
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
愚
痴
を
漏
ら
し
た
。
ア
レ
フ
ィ
ス
と
は
も
っ
と
母
性

的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
彼
の
ジ
ル
フ
ィ
ア
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
的
歴
史
観
の
こ
と
。
は
殆

30  大きなヴィンカ（ｖｉｎｋａｊｔ）



ど
壊
れ
か
か
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
で
、
ア
レ
フ
ィ
ス
様
」

　
そ
う
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
が
呼
ぶ
と
二
つ
の
声
が
答
え
た
。
何
故
か
?
　
門
と
ア
レ
フ
ィ
ス
の
間

に
差
異
は
無
い
か
ら
で
あ
る
「
門
」
が
表
す
神
族
は
、
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
に
お
け
る
天
使
の
よ
う
な
も
の

と
説
明
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
神
族
と
ア
レ
フ
ィ
ス
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
神
族
は
現
世
に
ア
レ

フ
ィ
ス
が
覗
く
際
の
窓
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
唯
一
神
の
姿
の
一
形
態
で
あ
り
、
ア
レ
フ
ィ
ス
を
一

挙
に
捉
え
き
れ
な
い
人
間
の
認
知
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
た

め
こ
の
よ
う
に
居
合
わ
せ
た
際
は
ア
レ
フ
ィ
ス
へ
の
呼
び
か
け
に
二
人
共
答
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。。
彼
は
苛
つ
き
を
覚
え
な
が
ら
言
い
直
し
た
。

「
変
な
フ
ラ
ニ
ザ
を
着
た
お
嬢
様
よ
"
ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｖ
ｌ
ａ
ｓ
ａ
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｅ
ｋ
ｈ
ｅ
ｒ
ｔ
ｚ
ｅ
ｒ

ｓ
ｔ
ｉ
"
　
で
一
単
語
だ
が
、
会
話
で
こ
ん
な
長
大
語
が
出
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
滑
稽
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。」

「
私
の
こ
と
は
ア
ー
シ
ェ
ジ
ヤ
"
ａ
ｒ
ｃ
ｉ
ｅ
ｓ
─
ｉ
ｊ
ａ
"
　
つ
ま
り
、「
傾
聴
す
る
者
」
の
意
。
名

前
語
尾
が
付
い
て
い
る
の
で
呼
び
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
呼
び
な
さ
い
」

「
左
様
、
ア
ー
シ
ェ
ジ
ヤ
様
」

　
ア
ー
シ
ェ
ジ
ヤ
は
満
足
げ
に
頷
い
た
。
彼
は
大
人
し
く
従
う
し
か
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
で
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ン
テ
の
男
よ
。
お
前
の
名
前
は
何
な
の
か
」
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「
俺
の
名
前
は
不
肖
、
デ
ス
タ
フ
と
申
し
ま
す
」

「
デ
ス
タ
フ
よ
、
お
前
は
祝
福
さ
れ
た
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
文
脈
に
お
い
て
「
祝
福
」
は
、
神
に
信
仰
の
任

務
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
助
力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。」

　
デ
ス
タ
フ
は
祝
福
を
受
け
る
よ
り
も
、
ク
テ
ュ
ヴ
マ
ツ
リ
マ
メ
（
ｌ
ｉ
ｒ
ｎ
ｉ
ｘ
ｋ
ｅ
ｄ
ｚ
ｎ
ｏ
ｒ

ｒ
）
の
種
子
を
焙
煎
し
て
、
煮
出
し
た
コ
ー
ヒ
ー
様
飲
料
。
興
奮
作
用
が
あ
り
、
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
社
会
で
は
数
少
な
い
興
奮
剤
の
一
つ
だ
っ
た
。
で
乾
杯
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ

て
い
た
"
ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
"
　
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
自
動
詞
で
は
「
祝
福
す
る
」
だ
が
他
動

詞
で
は
「
〜
と
い
う
飲
料
で
乾
杯
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
こ
で
は
同
じ
動
詞
で
、
そ
れ
ら
を

使
い
分
け
る
こ
と
で
言
葉
遊
び
を
作
っ
て
い
る
。。

「
そ
れ
で
は
最
初
の
物
語
を
始
め
ま
し
ょ
う
」

　
デ
ス
タ
フ
が
そ
う
言
う
と
、
二
人
は
静
か
に
聞
き
入
っ
た
。
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ｘ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｓ
ｉ
'
ｉ
　
ｍ
ｅ

　
ｘ
ａ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｋ
ｔ
．

　
　
"
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
ｉ
ｊ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
，　
ｓ
ｈ
ｒ
ｌ
ｏ
　
ｉ
ｓ
　
ｆ
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
ｅ
ｕ
　
ｆ
ｕ
ａ
　
ｌ
'

　
ｋ
ｌ
ｉ
ｅ
　
ａ
ｌ
ｔ
ｒ
ｅ
ｌ
ｍ

　
　
ｌ
ａ
　
ｓ
ｎ
ｙ
ｒ
ｏ
ｒ
　
ｅ
ｋ
ｈ
ｅ
ｒ
ｔ
ｚ
ｅ
ｒ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｘ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
　
ｆ
ａ
ｌ
ｍ

ｅ
ｔ
．

　
　
ｔ
ｙ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｃ
ｏ
'
ｓ
　
ｍ
ｅ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ｅ
ｒ
ｊ
　
ｄ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｓ
ｓ
ａ
ｌ

　
ｉ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｇ
'
ｉ
ｅ
ｕ
!"

　
　
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
ｉ
ｊ
ａ
'
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｏ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
'
　
ｍ
ｅ
　
ｄ
ｏ
ｒ
ｙ
ｌ
ｋ
ａ
　
ｘ
ａ

ｌ
　
ｄ
ｅ
ｋ
ｔ
．

　
　
"
ｆ
ｕ
ａ
　
ｆ
ｌ
ａ
ｒ
Ｖ
ａ
ｓ
ｓ
，　
ｍ
ｉ
　
ｊ
ｏ
ｌ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ｅ
　
ｍ
ｉ
'
ｄ
　
ｆ
ｅ
ｇ
　

ｄ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
'
ｃ
ｅ
ｕ
!

　
　
ｍ
ｅ
　
ｆ
ｉ
ｌ
ｘ
　
ｔ
ａ
ｓ
，　
ｍ
ｉ
　
ｗ
ｉ
ｏ
ｌ
ｌ
　
ｍ
ａ
ｌ
ｓ
ｔ
　
ｆ
ｇ
ｉ
ｕ
　
ｓ
ｎ
ｙ
ｒ

ｏ
ｒ
　
ｅ
ｋ
ｈ
ｅ
ｒ
ｔ
ｚ
ｅ
ｒ
!"
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ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
ｉ
ｊ
ａ
'
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
'
ｉ
　
ｋ
ｊ
ｉ
ｌ
ｆ
　
ｍ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｒ
ｊ
　
ｖ
ｉ
ｎ
ｋ

ａ
　
ｃ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｌ
．

　
　
ｌ
ａ
ｔ
ａ
ｓ
'
ｃ
ｅ
ｕ
　
ｌ
ａ
　
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
'
ｉ
　
ｆ
ｏ
ｎ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｘ
ｆ
ａ
　
ｚ
ａ

ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
．

　
　
ｄ
ａ
　
ｄ
ｕ
ｒ
　
ｆ
ａ
ｕ
ｓ
　
ｖ
ｉ
ｌ
ａ
ｊ
ｔ
ａ
'
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ａ
ｌ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
'
ｄ
　
ｌ

ａ
　
ｘ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｕ
ｒ
ｌ

　
　
ｌ
ａ
　
ｆ
ｌ
ａ
ｒ
Ｖ
ａ
'
ｓ
ｔ
　
ｐ
ｅ
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｕ
ｍ
　
ｍ
ｅ
ｌ
　
ｙ
　
ｆ
ａ

ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
．

　
　
ｖ
ｅ
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
　
ｌ
ｅ
ｒ
　
ｃ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
'
ａ
ｎ
　
ｅ
ｌ
　
ｓ
ｉ
　
ｆ
ｕ
ｒ
ｄ

ｚ
ｖ
ｏ
ｋ

　
　
ｍ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
　
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｕ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｌ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｓ
ｋ
ｏ
　
ｃ
'
ｊ
ｏ
ｓ
ｎ

ｙ
ｎ
．

　
　
ｍ
ｅ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｌ
ｅ
ｒ
ｎ
ｄ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
ｖ
ｅ
ｓ
　
ｍ
ｅ
　
ｘ
ｅ
ｌ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
'
　
ｄ
ａ

　
ｎ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
．

　
　
ｊ
ａ
　
ｆ
ａ
ｉ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
ｔ
　
ｘ
ｅ
ｌ
ｏ
ｌ
，　
ｌ
ａ
　
ｌ
'
　
ｅ
ｓ
ｅ
ｕ
　
ｌ
ａ
ｘ
　
ｌ
ａ

　
ｘ
ｏ
ｒ
ｌ
ｎ
ｅ
ｍ
．

　
　
ｐ
ａ
，　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
''
ｄ
　
ｃ
ｉ
ｒ
ｌ
ａ
ｅ
ｎ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｌ
ａ
ｊ
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ｅ
ｕ
　
ｌ
ａ
ｘ
．

　
　
ｌ
ａ
　
ｌ
ｅ
ｘ
　
ｍ
'
ｅ
ｓ
　
ｄ
ａ
　
ｓ
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｓ
ｇ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
　
ｎ
ａ
'
ｃ
，　
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ

ｉ
ｊ
ａ
'
ｓ

　
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
'
ｉ
　
ｋ
ｊ
ｉ
ｌ
ｆ
　
ｍ
ｅ
　
ｆ
ｙ
ｒ
ｋ
ｆ
ｙ
ｒ
ｋ
　
ｄ
ａ
　
ｘ
ａ
ｌ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ

'
　
ｌ
'
　
ｎ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
．

　
　
"
ｄ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｓ
ｔ
ｉ
，　
ｆ
ｉ
　
ｃ
ｏ
'
ｓ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｍ
ｅ
　
ｃ
ｏ
'
ｓ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ

ｊ
ｅ
ｕ
　
ｖ
ｅ
ｌ
．

　
　
ｓ
ｈ
ｒ
ｌ
ｏ
　
ｍ
'
ｊ
ｏ
ｓ
ｎ
ｙ
ｎ
　
ｌ
ｉ
ｘ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
'
ｓ
　
ｆ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
　
ｃ
ｏ
ｓ

ｓ
'
ｄ
　
ｌ
ａ
　
ｚ
ｉ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
ｓ
!"

　
　
ｍ
ｅ
，　
ｆ
ｈ
ａ
ｓ
ｆ
ａ
'
ｓ
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
　
ｅ
ｌ
　
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
ｉ
ｊ
ａ
'
ｄ
　
ｌ
ａ
　

ｄ
ｅ
ｋ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
．

　
　
"
ｌ
ｏ
ｑ
ｕ
ｅ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｌ
　
ｆ
ａ
ｌ
　
ｆ
ｑ
ａ
ｖ
ａ
ｌ
　
ｔ
ｏ
ｌ
!
　
ｍ
ｏ

ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｅ
ｕ
!

　
　
ｃ
ｏ
　
ａ
ｔ
　
ｖ
ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｅ
ｌ
　
ａ
ｄ
ｕ
ｒ
ｔ
　
ｖ
ｅ
ｌ
　
ｄ
ａ
　
ａ
ｌ
ｔ
ｅ

ｊ
ｔ
!"

　
　
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｉ
ｏ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｖ
ｅ
ｌ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｄ
ｅ
ｌ
　
ｓ
ｉ
'
ｄ
　
ｌ
ｅ
ｖ

ｕ
ｆ
　
ｌ
ｉ
ａ
ｘ
．
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ｐ
ａ
，　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
　
ｎ
ｉ
ｖ
　
ｍ
ｅ
　
ｃ
ｅ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ａ
　
ｌ
'
　
ｍ

ｅ
　
ｌ
ｏ
ｊ
　
ｋ
ｌ
ｉ
ａ
ｌ
．

　
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
'
ｓ
　
ｓ
ｉ
'
ｄ
　
ｙ
　
ｔ
ｙ
ｓ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｏ
ｌ
ｉ
ｓ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｊ
　
ｄ
ａ
　
ｎ

ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
．

　
　
ｒ
ｙ
ｔ
ｉ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｎ
ｅ
ｎ
ｊ
ｅ
ｕ
　
ｆ
ｋ
ａ
'
ｃ
　
ｍ
'
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
，　
ｄ
ｚ
ａ
ｒ
ｈ
ａ

ｌ
ａ
ｊ
ｔ
　
ｌ
ａ
ｘ
．

　
　
ｓ
ｉ
　
ｔ
ｖ
ａ
ｒ
ｃ
ａ
ｒ
　
ｍ
ｅ
　
ｘ
ｅ
ｌ
ｅ
ｒ
ｆ
ｋ
ａ
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｌ
ｋ
ｕ
ｒ
ｆ
　
ｎ
ｙ
　
ｌ

ａ
　
ｌ
'
　
ｆ
ａ
ｕ
ｓ
．

　
　
"
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
ｉ
ｊ
ａ
'
ｓ
　
ｄ
ａ
　
ｍ
'
ｅ
ｓ
　
ｍ
ｉ
'
ｃ
，　
ｅ
ｓ
ｅ
ｕ
　
ｘ
ａ
ｎ
'
ｄ
　
ｌ

ａ
　
ａ
ｌ
ｄ
ａ
ｓ
!

　
　
ｖ
ｅ
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｌ
ａ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
'
ｓ
　
ｖ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｌ
　
ｆ
ｕ
ａ
　
ａ

ｒ
ｍ
ａ
ｌ
!

　
　
ｖ
ｉ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
　
ｃ
ｉ
ｌ
ａ
ｌ
　
ｍ
ｉ
'
ｄ
　
ｌ
ａ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｌ
ｋ
ｅ
'
ｉ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｏ

ｓ
ｔ
　
ｊ
ａ
!"

　
　
ｘ
ｅ
ｄ
ｉ
ｒ
ｘ
ｅ
ｌ
　
ｍ
ｅ
ｌ
ｅ
ｊ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｖ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｎ
ｉ
ｅ
ｘ
ｏ
　

ｎ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
．

　
　
ｌ
ａ
　
ｉ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｎ
　
ｃ
ｙ
ｆ
ｏ
ｉ
　
ｆ
ａ
ｌ
　
ｙ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｐ
ｅ
ｎ
　
ｎ
ｙ
ｊ
ｅ
ｕ
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ｌ
ｉ
ａ
ｘ
．

　
　
ｌ
ａ
　
ｘ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｔ
　
ｌ
ｕ
ｊ
ｏ
ｓ
'
ｄ
ｙ
ｅ
ｕ
　
ｉ
ｏ
　
ｓ
ｉ
'
ｓ
　
ｌ
ａ
ｘ
　
ｓ
ｕ

ｌ
ａ
ｕ
ｎ
　
ｄ
ａ
．

　
　
ｎ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
　
ｆ
ｑ
ｉ
ｕ
ｊ
　
ｋ
ｌ
ｉ
ｅ
　
ｋ
ｉ
ｒ
ｍ
ａ
ｊ
　
ｍ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｌ

　
ｆ
ａ
ｌ
ｊ
ｅ
ｕ
　
ａ
ｌ
ｓ
．

（
　
ｅ
　
ｚ
ｅ
ｌ
．
　
）

　
─
─
─

　
デ
ス
タ
フ
は
歌
を
始
め
た
。

　
　
猛
き
者
の
誉
れ
あ
る
物
語
を
聴
け

　
　
そ
の
名
は
詩
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る

　
　
誉
れ
高
き
名
は
ヴ
ェ
ガ
ー
ド
大
陸
西
方
の
レ
ア
デ
ィ
オ
地
域
の
地
名
。
の
ヴ
ロ
イ
ヤ
名
前
の
語

源
で
あ
る
ヴ
ロ
（
ｖ
ｕ
ｌ
ｏ
）
は
鉄
を
表
す
。

　
　
彼
は
誉
あ
れ
か
し
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
ク
ロ
ウ
ン
（
ｋ
ｌ
ｏ
ｗ
ｎ
）
は
ヴ
ェ
フ
ィ
ス
人
の
名
前
で
あ
り
、

貴
人
を
示
す
敬
称
ｌ
ｕ
が
─
ｒ
─
で
膠
着
し
て
い
る
。
の
子

　
　
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
は
こ
の
ヴ
ェ
ガ
ー
ド
の
地
の
大
公
で
あ
り
、

　
　
東
方
の
土
着
の
龍
の
偉
大
な
る
討
伐
者
と
共
に
彼
は
勝
利
し
た

　
　
こ
の
勇
敢
な
血
の
注
が
れ
た
人
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
の
息
子
ヴ
ロ
イ
ヤ
の
こ
と
。
は
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恵
み
の
唯
一
者
ア
レ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。
聖
句
バ
ン
ミ
ス
の
"
ｂ
ａ
ｎ
　
ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｔ
ｏ

ｎ
ｉ
ｒ
　
ｌ
'
ｅ
ｓ
　
ｂ
ｉ
ｒ
ｌ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｌ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
　
ｉ
ｏ
"
の
部
分
に
も
通
じ
る
。
の
印

を
受
け
た

　
　
あ
る
日
、
民
ど
も
が
衣
服
の
ほ
か

　
　
な
に
も
持
た
ず
に
大
公
の
ヴ
ィ
ン
カ
へ
と

　
　
か
の
ナ
ー
パ
フ
風
フ
ァ
イ
ク
レ
オ
ネ
の
季
節
風
の
一
つ
。
水
道
（
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
）
の
東
側
か
ら
の
海

流
で
水
道
の
山
岳
を
越
え
て
吹
き
下
ろ
す
乾
燥
し
た
強
風
の
こ
と
で
、
韻
文
で
は
勢
い
の
激
し
い
こ
と

の
形
容
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
の
よ
う
に
殺
到
し
た

　
　
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
の
目
は
驚
き
の
目
で
そ
れ
を
見
た

　
　「
汝
ら
は
何
の
た
め
に
こ
こ
へ
来
た
の
か
?

　
　
こ
こ
は
大
公
の
ヴ
ィ
ン
カ
だ
、
大
事
が
な
け
れ
ば

　
　
こ
こ
へ
来
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
大
事
な
の
だ
ろ
う

　
　
我
々
の
望
み
の
た
め
、
来
た
理
由
を
伝
え
な
さ
い
」

　
　
民
達
は
（
大
公
の
言
葉
を
）
聴
き
、
大
い
な
る
恐
れ
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
言
う

　
　「
大
公
様
、
我
ら
が
生
活
の
地
の
心
優
し
き
者

　
　
我
々
の
生
活
の
地
の
守
護
者
よ

　
　
我
々
の
恐
れ
を
そ
の
ま
ま
聞
き
た
ま
え
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亡
霊
原
語
は
デ
ル
メ
ー
ジ
ュ
（
ｄ
ｅ
ｌ
ｍ
ｅ
ｒ
ｄ
ｚ
）、
そ
れ
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
存
在
と
い
う

意
味
。
が
現
れ
、
月
が
消
え
た
の
だ

　
　
天
光
原
語
は
ド
ー
ユ
ル
カ
（
ｄ
ｏ
ｒ
ｙ
ｌ
ｋ
ａ
）、
太
陽
と
月
の
光
の
こ
と
で
あ
り
、
人
間
に
勇
気

と
力
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。
は
人
々
を
助
け
る
も
の
だ
が
、
消
え
去
っ
た

　
　
我
の
力
、
我
々
の
も
の
は
ま
さ
に
失
わ
れ
た

　
　
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
は
和
気
藹
々
と
我
々
の
と
こ
ろ
へ
と
入
っ
て
ゆ
く
中
世
に
お
い
て
、
貴
族
と
宗
教

家
そ
れ
ぞ
れ
支
配
階
級
で
あ
っ
た
。
近
代
的
な
国
家
の
よ
う
な
観
念
は
ま
だ
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
支
配
領
域
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
支
配
力
を
争
っ
て
い
た
。
ヴ
ェ
ル
バ
ー
レ
は

フ
ィ
ア
ン
シ
ャ
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
一
文
は
「
宗
教
家
は
困
難
に
直
面
し
た
人
を
助
け
て
い
る

の
だ
ぞ
、
そ
れ
な
の
に
貴
族
は
民
を
助
け
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。」

　
　
大
公
で
あ
る
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
は
そ
れ
に
驚
い
て

　
　
民
草
の
前
で
次
の
よ
う
に
答
え
た

　
　「
何
に
つ
い
て
、
汝
ら
は
言
う
の
だ
?
　
月
は
我
々
の
も
と
に
輝
く

　
　
汝
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
示
す
の
か
?
　
そ
れ
を
言
え
!
」

　
　
民
草
達
は
答
え
て
、
そ
し
て
次
の
よ
う
に
ま
さ
に
答
え
た

　
　「
我
々
は
二
つ
の
月
の
う
ち
、
大
い
な
る
一
つ
を
言
っ
て
い
る
原
語
で
は
"
ｖ
ｅ
ｉ
ｓ
"
と
"
ｖ

ｅ
ｉ
ｓ
ｉ
ｊ
ａ
"
と
言
っ
て
い
る
。
名
前
語
尾
を
用
い
た
言
葉
遊
び
で
あ
る
。
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そ
れ
は
ヴ
ェ
イ
ジ
ヤ
、
喜
び
が
人
と
し
て
現
れ
た
も
の

　
　
で
あ
る
と
こ
ろ
の
我
々
の
子

　
　
麗
し
き
少
女
は
ラ
デ
ィ
ー
シ
ュ
リ
パ
ラ
オ
ネ
教
の
教
典
で
あ
る
「
ア
ン
ポ
ー
ル
ネ
ム
」
に
示
さ
れ

た
神
と
人
間
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
た
ち
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
吉
兆
を
表
す
人
の
意
。
の
よ
う
な
存
在
。

　
　
彼
女
は
惨
さ
を
避
け
て
い
た
、
あ
あ
慈
悲
深
き
娘
よ
!

　
　
彼
女
は
常
軌
を
逸
し
た
ド
ル
ム
に
連
れ
去
ら
れ
、
我
々
の
地
を
去
っ
た

　
　
主
よ
!
　
我
々
の
願
い
は
彼
女
を
助
け
出
す
こ
と
だ
!
」

　
　
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
奮
い
立
っ
た

　
　「
ド
ル
ム
の
敵
は
我
と
な
る
で
あ
ろ
う
!
　
我
が
子
ヴ
ロ
イ
ヤ
の
こ
と
。
は
勝
利
す
る
だ
ろ
う
!

　
　
ド
ル
ム
へ
と
鉄
の
名
を
受
け
た
ヴ
ロ
イ
ヤ
が

　
　
彼
女
を
必
ず
取
り
返
し
、
彼
の
栄
光
は
増
す
だ
ろ
う
!
」

　
　
か
く
し
て
、
ヴ
ロ
イ
ヤ
は
（
ル
ー
ク
ロ
ウ
ン
に
）
呼
び
出
さ
れ
た

　
　
呼
び
出
し
た
主
は
彼
を
見
つ
め
、
話
し
た

　
　「
ヴ
ロ
イ
ヤ
よ
、
来
る
勝
利
の
戦
い
の
た
め
に
戦
備
を
整
え
よ

　
　
麗
し
い
乙
女
が
連
れ
去
ら
れ
た
の
だ

　
　
汝
は
行
っ
て
、
ド
ル
ム
の
居
処
か
ら
彼
女
を
取
り
戻
し
給
え
!
」

　
　
ヴ
ロ
イ
ヤ
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
勇
気
と
と
も
に
語
っ
た
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　「
民
草
の
た
め
に
、
私
は
私
の
顔
を
ド
ル
ム
に
見
せ
ま
し
ょ
う

　
　
そ
し
て
、
必
ず
麗
し
い
そ
の
少
女
を
取
り
戻
し
ま
す
」

　
　
ヴ
ロ
イ
ヤ
は
馬
を
駆
っ
て
、
ヴ
ィ
ン
カ
を
出
た

　
　
腕
に
は
鋼
の
輪
を
着
け
て

　
　
臣
民
た
ち
の
住
処
に
大
き
な
地
響
き
が

　
　
民
草
の
間
を
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た

　
　
ヴ
ェ
ガ
ー
ド
か
ら
１
万
デ
ィ
ア
ン
文
字
通
り
換
算
す
れ
ば
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
が
「
結
構
離

れ
た
距
離
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
る
た
め
注
意
。
に
到
着

　
　
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼
に
色
と
り
ど
り
の
木
が
現
れ
、
出
会
っ
た

　
　
彼
は
馬
か
ら
降
り
て
、
そ
れ
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た

　
　
彼
の
見
た
と
こ
ろ
そ
れ
は
美
し
い
も
の
だ
っ
た

　
　
し
か
し
、
彼
は
そ
の
真
の
存
在
を
暴
い
た

　
　
そ
れ
は
気
味
の
悪
い
光
景
で
あ
り
、
ヴ
ロ
イ
ヤ
は

　
　
剣
を
抜
い
て
、
次
の
よ
う
に
叫
ん
だ
の
だ

　
　「
ド
ル
ム
よ
、
お
前
が
居
る
な
ら
、
お
前
は
（
居
場
所
を
）
知
ら
れ
た
"
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｊ
"
の
原

義
は
「
噛
む
」
な
の
で
、「（
我
が
剣
の
刃
に
）
噛
ま
れ
た
」
と
も
読
め
る
。

　
　
お
前
ら
の
敵
の
前
に
そ
の
姿
を
現
せ
!
」
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す
る
と
、
何
者
か
が
ヴ
ロ
イ
ヤ
の
言
葉
に
答
え
た

　
　「
身
の
程
知
ら
ず
の
人
間
が
こ
の
場
に
い
る
!
　
愚
か
者
め
!

　
　
お
前
も
か
の
月
ヴ
ェ
イ
ジ
ヤ
の
こ
と
。
の
よ
う
に
連
れ
去
ら
れ
る
だ
ろ
う
!

　
　
そ
の
瞬
間
、
彼
は
腕
を
掴
ま
れ
た

　
　
し
か
し
彼
は
恐
れ
ず
に
は
そ
の
行
為
者
を
切
り
、
聖
壇
を
作
っ
た
人
間
を
含
む
敵
対
的
な
生
物
な

ど
を
切
っ
て
、
そ
の
体
液
を
飛
び
散
ら
せ
る
こ
と
。

　
　
彼
の
剣
は
ま
さ
に
悪
を
倒
し
た

　
　
黒
い
風
が
周
囲
に
飛
び
散
り
、
大
い
な
る
滅
び
が
あ
っ
た

彼
は
祈
っ
て
周
囲
を
見
渡
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た

「
ヴ
ロ
イ
ヤ
と
は
我
の
こ
と
、
公
国
の
雷
雲
「
雷
雲
」
と
い
う
語
は
日
本
語
で
は
「
不
穏
さ
」
を
示
唆
す

る
が
、
リ
パ
ラ
オ
ネ
文
学
と
し
て
は
中
世
叙
事
詩
「
ア
ル
ダ
ス
リ
ュ
ー
レ
の
行
」（
ｌ
ｅ
ｉ
ｊ
ｕ
　
ｆ
ｏ

ｎ
　
ａ
ｌ
ｄ
ａ
ｓ
ｒ
ｙ
ｒ
ｌ
ｅ
）
の
主
人
公
ア
ル
ダ
ス
（
雷
雲
の
意
）
を
想
起
さ
せ
、
英
雄
を
示
唆
す

る
。
!

ヴ
ェ
ガ
ー
ド
の
平
和
は
尊
厳
の
た
め
に
護
ら
れ
る
!

臣
民
の
間
に
我
が
名
は
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
!
」

　
　
木
の
幹
の
隣
で
、
彼
は
休
み
始
め
た

　
　
木
の
陰
の
も
と
で
彼
は
眠
っ
た
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３
シ
ャ
ン
タ
ス
ト
リ
パ
ラ
オ
ネ
人
の
伝
統
的
な
時
間
単
位
の
一
つ
、
単
位
あ
た
り
約
１
０
分
ほ

ど
。
ほ
ど
彼
は
眠
っ
た

　
　
そ
の
夜
は
早
く
来
て
、
す
べ
て
を
闇
に
覆
っ
た
の
だ
っ
た

（
つ
づ
く
）
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